
中小企業景気動向調査レポート
（平成28年4月～6月実績、平成28年7～9月予想）

回答企業数

製造業 サービス業 卸売業 建設業 小売業 不動産業 合計

121 26 34 49 39 21 290

平成28年9月発行

西尾信用金庫
企業支援部
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主要判断D.I.の推移 
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（ 調査期間：平成28年9月1日～6日 ） 

＊判断D.I.は各質問事項で「増加」（上昇）したとする企業が全体に占める構成比と、「減少」（下降）したとする企業構成比を引いて求めている。 

＜全体の景況＞ 

当期業況判断Ｄ.Ｉ.
製造業 サービス業 卸売業 建設業 小売業 不動産業 全体

28/06 -6.5 -7.7 -8.8 -2.1 0.0 -14.3 -5.8
28/9見込 -0.8 -11.5 -11.8 0.0 -7.7 -14.3 -4.8
28/12予想 -0.8 -11.5 0.0 18.4 0.0 -23.8 0.0

､

と増収増益を見込む。ただ、

当期売上額判断Ｄ.Ｉ.
製造業 サービス業 卸売業 建設業 小売業 不動産業 全体

28/06 -4.2 -19.2 11.8 -6.3 -7.7 0.0 -4.2
28/9見込 5.1 7.7 -8.8 4.1 0.0 19.0 3.8
28/12予想 10.2 -3.8 11.8 32.7 -2.6 9.5 11.1

､

と増収増益を見込む。ただ、

当期収益判断Ｄ.Ｉ.
製造業 サービス業 卸売業 建設業 小売業 不動産業 全体

28/06 -0.8 -19.2 11.8 -10.4 -2.6 -14.3 -3.8
28/9見込 -4.2 7.7 -8.8 0.0 5.1 5.0 -1.0
28/12予想 5.1 -7.7 5.9 16.3 5.1 4.8 5.9

､

と増収増益を見込む。ただ、

来期 

予想 

当期業況判断D.I.は▲4.8(前期比
+1.0)、当期売上額判断D.I.は3.8(同
+8.0)､当期収益判断D.I.は▲1.0(同
+2.8)と全ての項目において改善傾向
が見られる｡業種別では、製造業はトヨ
タ関連の挽回生産､建設業は底堅い
民間設備の投資需要や､需要期を迎
えた公共工事が売上増加に寄与して
いるものと思われる。来期についても､
業況判断D.I.が0.0(当期比+4.8)、また
売上額判断D.I.は11.1(同+7.3)、収益
判断D.I.は5.9(同+6.9)と更なる改善傾
向が予想される。マイナス金利政策や
現在編成中の秋の補正予算で予定さ
れる補助金といった､各種中小企業支
援施策等､種々の需要喚起策が検討
されている中､その効果が期待される。 



＜ 業種別 ＞

28/06
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28/12予想

28/06
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28/06
28/9見込
28/12予想

＜製造業＞ 
 当期業況判断D.I.は▲0.8(前期比+5.7)、当
期売上額判断D.I.は5.1(同+9.3)、と回復を示
すも、当期収益判断D.I.は▲4.2(同-3.4)と、前
期比悪化となる。採算は引き続き厳しいものの､
トヨタ関連の挽回生産等が足元の景況感､業
況を改善させていると思われる。一方来期予
想では､業況判断D.I.は▲0.8(当期比±0.0)、
売上額判断D.I.は10.2(同＋5.1)、収益判断
D.I.は5.1(同＋9.3)と増収増益を見込む。ただ、
人手D.I.が▲15.4と調査を開始した11年3月期
以来の最低水準にとどまっており､製造業の人
材不足が深刻化している状況が覗える。 

＜卸売業＞ 

 当期業況判断D.I.は▲11.8(前期比－3.0)、

当期売上額判断D.I.は▲8.8(同－20.6)、また

当期収益判断D.I.は▲8.8(同－20.6)と、全項

目で前期比悪化を示す。販売価格D.I.が

▲14.7と全業種で最も低く､特に単価面の厳し

さが経営者マインドを悪化させているものと思

われる。一方来期は、状況改善を見越し､当期

比改善を予想する。 

 

＜サービス業＞ 
 当期業況判断D.I.は▲11.5(前期比-3.8)、
当期売上額判断D.I.は7.7(同+26.9)、また当
期収益判断D.I.は7.7(同+26.9)と、景況感は
依然として厳しいものの､夏場が厳しかった旅
館業を中心に､足元の業況を大幅に改善させ
ている。当面の重点経営政策として30.8％の
企業が”広告宣伝強化”を挙げており、多くの
企業が秋に公募が予定される小規模事業者
持続化補助金の申請を検討されているものと
思われる。                                                                                                                               
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卸売業 主要判断D.I.の推移 

業況判断D.I. 

売上額判断D.I. 

収益判断D.I. 

28/06 -6.5 -4.2 -0.8
28/9見込 -0.8 5.1 -4.2
28/12予想 -0.8 10.2 5.1

業況判断
Ｄ.Ｉ.

売上額
判断Ｄ.Ｉ.

収益判断
Ｄ.Ｉ.

製造業

､

と増収増益を見込む。ただ、

28/06 -7.7 -19.2 -19.2
28/9見込 -11.5 7.7 7.7
28/12予想 -11.5 -3.8 -7.7

サービス業
業況判断
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判断Ｄ.Ｉ.
収益判断

Ｄ.Ｉ.

28/06 -8.8 11.8 11.8
28/9見込 -11.8 -8.8 -8.8
28/12予想 0.0 11.8 5.9

卸売業
業況判断

Ｄ.Ｉ.
売上額

判断Ｄ.Ｉ.
収益判断

Ｄ.Ｉ.

来期 

予想 

来期 

予想 

来期 

予想 



28/06
28/9見込
28/12予想

28/06
28/9見込
28/12予想

＜建設業＞ 
 当期業況判断D.I.は0.0(前期比+2.1)、当期
売上額判断D.I.は4.1(同+10.4)、また当期収
益判断D.I.は0.0(同+10.4)と景況感・業況共に
改善となる。底堅い民間設備の投資需要や､
公共工事が需要期を迎えたことが､足元の景
況感・業況を支えているものと思われる。来期
予想も業況判断D.I.は18.4(当期比＋18.4)、
売上額判断D.I.は32.7(同＋28.6)、収益判断
D.I.は16.3(同＋16.3)と大幅改善見込む。尚、
人出不足D.I.は▲14.3と依然として高く､また
来期予想は▲24.5となっており､引き続き深刻
な人手不足が続いているものと思われる。                                                                                                                               

＜小売業＞ 
当期業況判断D.I.は季節要因を反映し  

▲7.7(前期比-7.7)と前期比悪化、また当期売

上額判断D.Ｉ.は0.0(同+7.7)、当期収益判断

D.I.は5.1(同＋7.7)と前期比改善となる。消費

マインド低迷の長期化や同業者間の競争激

化により先行き不透明感が増しつつも､大手

企業を主とする賃上げの波及効果等を期待し、

足元の業況は強気の見込を表している。 
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不動産業 主要判断D.I.の推移 

業況判断D.I. 

売上額判断D.I. 

収益判断D.I. 

28/06 -2.1 -6.3 -10.4
28/9見込 0.0 4.1 0.0
28/12予想 18.4 32.7 16.3

建設業
業況判断

Ｄ.Ｉ.
売上額

判断Ｄ.Ｉ.
収益判断

Ｄ.Ｉ.

28/06 0.0 -7.7 -2.6
28/9見込 -7.7 0.0 5.1
28/12予想 0.0 -2.6 5.1

売上額
判断Ｄ.Ｉ.

収益判断
Ｄ.Ｉ.

小売業
業況判断

Ｄ.Ｉ.

28/06 -14.3 0.0 -14.3
28/9見込 -14.3 19.0 5.0
28/12予想 -23.8 9.5 4.8
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＜不動産業＞ 

当期業況判断D.I.は▲14.3(前期比±0)と引き

続き大幅なマイナス域となるも､比較的好調な

個人住宅需要等が牽引し､当期売上額判断D.

Ｉ.は19.0(同＋19.0)、当期収益判断D.Ｉ.は

5.0(同+19.3）と回復を示す。マイナス金利政策

により住宅ローン借入金利も低下する中､当業

種の業況等に影響を与える、住宅着工件数の

推移が注目される。 


